





Japanese building stone marbles in historic buildings： 
Nihonbashi Mitsukoshi Main Store
Mutsuko Inui＊
Abstract: Although marble is rarely quarried in Japan recently as building stone, several marble 
quarries are known to have been active in Japan until about the end of 1960's. Those marbles have been 
used for the interior finishing of many historic buildings in Japan, and some of them are still accessible 
for us to appreciate. This paper shows the results of the survey on the Japanese building stones used 
for the interior finishing in the Nihonbashi Mitsukoshi Main Store, Tokyo, Japan, which is one of the 
oldest department stores in Tokyo. Provenance of the building stones were identified visually and non-
destructively: on-the-spot identification or identification using photographs. 10 or 11 types of stones （in 
product names） were identified as Japanese. Most of the identified stones were marbles and limestones 
except one that was serpentine. Those stones were presumably quarried in Tokushima, Kochi, Saitama, 
and Yamaguchi prefecuture, Japan. Department stores are frequently renovated that it was unclear 
what part is done when. Japanese marbles are mostly found as the floor, and around the stairs, lifts, and 
escalators. Stairs, lifts, and escalators have been installed before 1965, according to the architectural 
plan, which fits the time when Japanese marbles were quarried.
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1914凚኱ṇ 3凛 ᮏᗑ᪂㤋凚ᮾ㤋凛᏶ᡂ ᆅୗ 1㝵凞ᆅୖ 5㝵
ṇ㠃ධཱྀ僑免儈儎兗ീ
᪥ᮏ僔ᘓ⠏≀᭱ึ僔儌儝儏児兠儣兠
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㛵ᮾ኱㟈⅏┤๓僔ᙧ傲働傳僅
1923凚኱ṇ 12凛 㛵ᮾ኱㟈⅏僑僮僰ᮏᗑ඲↝ 免儈儎兗ീ僔ྎᗙ傲኱傳債Ḟ傷僅෗┿储僰




1935凚᫛࿴ 10凛 ᮏᗑ඲㤋ቑ⠏ᨵಟ᏶ᡂ ᆅୗ 2㝵凞ᆅୖ 7㝵凞僡僢⌧ᅾ僎ྠつᶍ
୰ኸ儿兠兏᏶ᡂ
1941凚᫛࿴ 16凛 ᡓ᫬僑免儈儎兗ീ僸౪ฟ傽僅僎僔グ㏙储僰












































































㈗⺬⣠凚傳傾僩僨價凛 ᇸ⋢┴ ⃰⥳Ⰽ僑ⓑ僔⬦ ୰ኸ儿兠兏ᗋ凞2 㝵௨ୖ僔໭す
ഃ儌児儽兠儣兠
Ⲕ❳⣠凚僇僩僰僫催僨價凛 ᚨᓥ┴ 〓Ⰽ僑ⓑ僪㯤僔⬦≧ 1㝵໭すഃ儌児儽兠儣兠
㛗ᕞ儎儯儧儓儝 ᒣཱྀ┴ ⲔⰍ僔⦤ᶍᵝ 2㝵௨ୖ僔໭すഃ儌児儽兠儣兠
ⓑ㮚凚僕債僅傱凛 ᒣཱྀ┴ ῐ儽兠儜光Ⰽ僔⃰ῐ A兟B兟G㝵ẁ僔⭜ቨ凞3F௨ୖ僔
୰ኸ儿兠兏僸ᅖ僦㧗ḍ兟ᰕ
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腰壁の他，中央ホールに面する柱にも多く用いられてお
り（図 1），当時は大量に産した代表的な銘柄であった
ことが推測できる。図 11は山口県産の「薄雲」と思わ
れる。同じ山口県産の白大理石「霰」と異なり，肉眼で
簡単に粒が見えない程度に細粒で緻密である。白大理石
の代表的な銘柄だったもので，他の建築物にも多く使わ
れている。図 11に見える階段の段石のベージュ色の石
は，山口県産の「霞」の可能性がある。ベージュ～グレ
ー系の山口県産大理石として代表的な銘柄であった。
図 12は高知県産の「暁」と鑑定した階段腰壁の石材で
ある。徳島県産「淡雪」の地が少し淡紅色を帯びている
ようにも見え，「淡雪」である可能性もある。
5．鑑定結果の考察および補足
建物内で，石材で仕上げられていたのは中央ホールの
周囲と，階段やエレベーター周りが主であった。2節に
述べた建物の歴史から，中央ホール付近は1935年の完
成時に作られたものである可能性があり，階段やエレベ
ーターの周囲は第二次世界大戦後～昭和40年にかけて
改装された部分である可能性が高いことが分かる。この
頃は国産大理石がまだ多く採掘されていた時期であるた
め（全国石材工業会，1965），目視等による鑑定で国産
大理石と判断しても時期的に矛盾はないと言える。ただ
し，階段の一部は類似の色柄の外国産大理石に置き換え
られていたことから，昭和40年代後半以降に改修され
た部分が多くあり，その頃には国産大理石が入手できな
くなっていたことがうかがえる。
調査の過程で，三越のシンボルである正面入り口のラ
イオン像の台座についても，宮城県唐桑半島の大理石が
使われたという説があることが分かった。しかし，現在
の台座は花崗岩であり，茨城県産とされる。唐桑半島の
大理石が採掘されていた時期は関東大震災以前とされる
ため，大理石の台座は関東大震災の被害を受けて失われ
た可能性がある。花崗岩（主に外装に用いられた）に関
しては本稿の取り扱う範囲外としたが，今後の継続的な
調査が望まれる。
今回の調査から，商店の建築における石材利用の特徴
を整理すると，まず官公庁やオフィス建築，私邸などと
比べて頻繁に改修工事が行われることである。従って，
改修の頻度が比較的低い床や，階段・エレベータ・エス
カレータ周りに石材が使われ，また古い石材が残る可能
性が高くなると考えられる。おそらく同じ理由から，中
央ホールや構造上必要な柱にも古い石材が残っているよ
うに思われた。建物の用途上，廊下やマントルピース
（一般には石材が使われる頻度が高い部位）を持たない
のでそのような箇所への大理石利用はないことも特徴で
ある。商店建築のもうひとつの特徴としては，頻繁な修
改築とも関連するが，その時々の時代の流行や人々の気
分がかなり影響したという点がある。それが重要文化財
指定における解説文の「各時代において様々な集客のた
めの仕組みを取り入れながら増改築を重ねており，我が
国の百貨店建築の発展を象徴するものとして価値が高
い」（文化庁， 2016）という記述にも現れている。流行
と同時に，石材を利用することの経済的合理性に関して
もその時々でシビアに検討されたはずである。本稿では
対象を国産大理石に絞ったが，昭和40年頃までの改修
を最後に国産大理石の使用箇所がほとんど見られなくな
ったこともその表れと考えられる。
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